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15
日
午
前
9
時
か
ら
、

特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
「
川
根
本
町
情
報
通
信

基
盤
施
設
条
例
の
制
定
」

に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
21
条
ま

で
で
構
成
さ
れ
、
1
条
に

設
置
の
目
的
で
「
地
域
に

お
け
る
情
報
通
信
格
差
の

是
正
を
図
り
、
高
度
情
報

化
並
び
に
地
域
の
活
性
化

並
び
に
便
利
で
快
適
な
生

活
環
境
づ
く
り
及
び
安
全

安
心
な
地
域
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
川
根
本
町
情

報
通
信
基
盤
施
設
を
設
置

す
る
」
と
定
め
て
い
ま
す
。 　

質
疑
応
答
で
明
ら
か
に

な
っ
た
主
な
内
容
を
報
告

し
ま
す
。

　

３
条
の
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
名
称
及
び
位
置
等
で

は
、
セ
ン
タ
ー
設
備
を
開

発
セ
ン
タ
ー
に
、
サ
ブ
セ

ン
タ
ー
を
文
化
会
館
に
置

き
、
ど
ち
ら
も
光
成
端
架
、

光
電
変
換
装
置
、
通
信
設

備
、
空
調
機
器
、
電
源
系

設
備
（
無
停
電
電
源
装
置

を
設
置
し
、
一
方
に
不
具

合
が
生
じ
れ
ば
補
完
し
合

い
ま
す
。
伝
送
設
備
は
町

内
全
域
を
対
象
と
し
た
光

ケ
ー
ブ
ル
、
無
線
基
地
局

又
は
中
継
局
を
言
い
ま
す
。

引
き
込
み
設
備
は
伝
送
設

備
か
ら
利
用
者
宅
内
ま
で

の
光
ケ
ー
ブ
ル
、
光
成
端

箱
、
無
線
受
信
ア
ン
テ
ナ
、

Ｏ
Ｎ
Ｕ
又
は
受
信
機
を
言

い
ま
す
。
個
別
受
信
設
備

は
、
利
用
者
宅
内
の
Ｉ
Ｐ

告
知
端
末
及
び
付
属
機
器

を
言
い
ま
す
。

　

4
条
の
事
業
の
内
容
で

は
、
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
て
行
う
事
業
に
、

①
行
政
情
報
の
提
供
、
②

福
祉
、
生
活
、
文
化
及
び

教
育
の
向
上
並
び
に
産
業

振
興
等
の
各
種
情
報
の
提

供
、
③
災
害
そ
の
他
緊
急

情
報
の
提
供
、
④
そ
の
他

町
長
が
必
要
と
認
め
る
事

業
を
定
め
て
い
ま
す
。
6

条
で
は
、
利
用
者
を
①
町

民
、
②
町
内
に
事
業
所
を

有
す
る
者
、
③
町
内
に
住

宅
を
有
す
る
者
、
④
公
的

機
関
な
ど
と
し
て
い
ま
す
。

　

7
条
の
管
理
運
営
で
は
、

設
備
を
電
気
通
信
事
業
者

に
提
供
す
る
場
合
、
Ｉ
Ｒ

Ｕ
契
約
を
締
結
し
て
、
継

続
的
か
つ
安
定
的
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
定
め
て
い

ま
す
。

　

8
条
で
は
利
用
者
の
同

意
を
、
9
条
で
は
利
用
料

を
、
10
条
で
は
引
き
込
み

工
事
等
の
費
用
に
つ
い
て

定
め
て
い
ま
す
。

　

11
条
か
ら
は
、
引
き
込

み
工
事
の
負
担
金
の
納
付
、

減
免
、
設
備
の
移
設
、
破

損
、
利
用
の
中
止
、
再
開
、

承
認
の
取
り
消
し
、
損
害

賠
償
等
に
つ
い
て
定
め
て

い
ま
す
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
障
害

発
生
や
停
電
時
の
対
応
、

設
備
・
機
能
内
容
の
確
認
、

「
医
療
」
「
防
災
」
等
の

文
言
追
加
の
要
望
、
各
所

に
出
て
く
る
「
そ
の
他
町

長
が
認
め
る
場
合
」
の
基

準
の
明
確
化
、
１
月
31
日

以
降
の
同
意
者
へ
の
工
事

費
全
額
負
担
や
免
除
の
対

象
、
2
台
目
以
上
の
追
加

設
置
の
費
用
、
火
災
で
の

賠
償
責
任
等
、
活
発
な
質

疑
・
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
利
用
料
の
月

額
8
0
0
円
の
根
拠
は
、

最
初
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
提

案
書
に
明
記
さ
れ
て
い
た

こ
と
や
、
そ
の
時
運
営
業

者
が
出
し
た
収
支
計
画
書

で
は
5
年
目
位
に
累
積
赤

字
が
解
消
す
る
。
そ
の
間

は
資
本
金
を
食
い
潰
し
て

も
や
る
と
答
え
て
い
た
な

ど
の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
の
採
決
で
は
、

全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
会
議
最
終
日
も
賛
成

者
10
人
、
反
対
者
1
人
で

可
決
し
ま
し
た
。
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さ
れ
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要
支
援
１
・
２
が

介
護
保
険
か
ら
外
さ
れ
町

の
事
業
と
な
る
が
大
丈
夫

か
。

　
　
　

利
用
者
の
視
点
に

立
っ
て
住
み
な
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
人
生
の
最
後

を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
切
れ

目
の
な
い
医
療
・
介
護
体

制
を
構
築
す
る
。
情
報
基

盤
の
利
活
用
で
質
の
高
い

医
療
・
介
護
体
制
と
し
た

い
。　
　

　
　
　

待
っ
た
な
し
の
人

口
減
少
対
策
に
町
は
消
極

的
だ
。
優
先
順
位
を
付
け

て
積
極
的
に
若
者
定
住
・

子
育
て
支
援
を
取
り
組
む

べ
き
。
支
援
室
・
支
援
会

議
を
立
ち
上
げ
る
考
え
は

な
い
か
。

　
　
　

各
課
が
連
携
し
て
、

保
育
や
医
療
費
補
助
、
放

課
後
対
策
、
移
住
・
定
住

空
き
家
対
策
な
ど
取
り
組

ん
で
い
る
。
結
婚
・
出
産

祝
い
金
は
来
年
度
増
額
し

な
い
。
町
の
財
政
事
情
や

他
市
町
の
状
況
を
見
て
検

討
す
る
。
来
年
度
は
、
町

に
で
き
な
い
機
能
を
補
完

す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
連

携
や
田
舎
暮
ら
し
体
験
事

業
の
趣
向
を
変
え
移
住
、

定
住
に
つ
な
げ
た
い
。

　

支
援
室
、
支
援
会
議
は

立
ち
上
げ
ず
、
第
2
次
総

合
計
画
策
定
で
対
応
す
る
。

　
　
　

情
報
通
信
基
盤
整

備
事
業
で
、
端
末
維
持
費

を
1
台
月
額
8
百
円
支
う

説
明
は
な
か
っ
た
。

　

Ｉ
Ｒ
Ｕ
契
約
の
相
殺
に

「
通
信
機
器
維
持
費
」
に

含
ま
れ
る
べ
き
。
い
つ
誰

が
決
め
た
の
か
。

　
　
　

8
百
円
は
業
者
の

提
案
書
に
記
載
さ
れ
て
い

た
。
町
政
懇
談
会
で
も
３

月
議
会
で
も
Ｉ
Ｐ
電
話
は

月
額
5
百
円
、
通
話
料
町

内
無
料
と
説
明
し
た
。
3

百
円
は
端
末
の
サ
ポ
ー
ト

料
金
で
別
契
約
を
考
え
て

い
た
が
、
今
回
、
町
民
の

利
用
料
と
合
わ
せ
て
8
百

円
を
町
が
負
担
し
、
全
戸

に
入
る
環
境
に
し
た
。
Ｉ

Ｒ
Ｕ
契
約
で
業
者
が
町
に

払
う
賃
貸
料
と
町
が
業
者

へ
払
う
サ
ー
バ
ー
管
理
費
、

回
線
監
視
費
、
障
害
時
保

守
費
用
、
通
信
機
器
保
守

費
用
は
相
殺
と
説
明
し
て

き
た
。
Ｉ
Ｒ
Ｕ
契
約
は
議

会
の
承
認
事
項
で
は
な
い
。

　
　
　

町
長
は
町
政
懇
談

会
で
使
わ
な
い
人
は
何
も

負
担
は
な
い
と
説
明
し
た
。

運
営
費
の
説
明
で
も
町
負

担
は
電
柱
共
架
費
や
修
繕

費
な
ど
で
約
1
千
6
百
円

位
で
通
信
機
器
保
守
費
は

相
殺
項
目
に
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
で
運
営
で
き
る
の
か

と
何
度
聞
い
て
も
、
5
年

間
は
資
本
金
を
食
っ
て
も

や
る
と
運
営
業
者
は
言
っ

て
い
る
と
の
説
明
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　

3
月
議
会
で

は
Ｉ
Ｐ
電
話
の
利
用
料
月

額
5
百
円
は
住
民
の
負
担

と
し
て
い
た
。
全
世
帯
に

入
り
や
す
い
よ
う
サ
ポ
ー

ト
料
と
合
わ
せ
て
8
百
円

を
町
が
払
う
方
針
を
決
め

9
月
議
会
で
説
明
し
た
。

　
　
　

町
長
は
す
で
に
住

民
説
明
会
で
無
料
と
説
明

し
て
い
た
。
決
ま
っ
て
な

い
こ
と
を
勝
手
に
言
っ
て

い
た
の
か
。

　
　
　

結
果
的
に
町
民
負

担
は
無
く
な
っ
た
。
間
違

っ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　

町
長
が
言
っ

た
の
は
電
話
を
使
わ
な
け

れ
ば
利
用
者
負
担
は
無
い

と
言
う
こ
と
で
機
器
の
保

守
管
理
は
当
然
か
か
る
。

そ
れ
は
当
然
町
が
見
る
も

の
で
同
じ
こ
と
を
言
っ
て

い
た
と
思
う
。
6
月
議
会

で
も
町
が
全
て
出
す
と
決

定
し
て
い
な
か
っ
た
の
で

説
明
で
き
な
か
っ
た
。
10

月
の
住
民
説
明
会
で
は
無

料
と
は
っ
き
り
説
明
し
て

い
る
。

　
　
　

答
弁
不
一
致
、
議

会
軽
視
だ
。
8
月
の
工
事

請
負
契
約
が
通
る
ま
で
1

度
も
説
明
し
て
い
な
い
。

毎
年
3
千
万
円
の
支
出
は

そ
ん
な
に
軽
い
こ
と
か
。

　
　
　
　
　

大
変
貴
重
な

財
源
と
考
え
て
い
る
。

鈴木多津枝 議員

問問
◎介護保険改定で町の受け入れ体制は？
◎待ったなしの人口減少対策に消極的では
◎端末維持費３千万円は相殺ではないか

◎介護保険改定で町の受け入れ体制は？
◎待ったなしの人口減少対策に消極的では
◎端末維持費３千万円は相殺ではないか

答

○情報基盤の利活用で質の高い体制とする
○各課で色々取り組んでいる。次期総合計画で
　検討する
○提案書に書かれていた。当初は町民の負担を
　考えていた
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